
 

 

 

 

 

 

千歳市公立小中学校事務職員連携会議（以下学校間連携会議）では２０１４年度より保護者負担軽減を

テーマに活動してきました。今年度においても「保護者負担軽減・公費化の具体化」を研究主題とし、取

り組みをすすめています。その中で毎年行っている「学校徴収金調査」の結果について教職員のみなさん

にお知らせします。 

 

【小学校】 

テスト・ワーク・ドリル代                図工教材代 

学年 最安値 最高値  学年 最安値 最高値 

１年生 ２，３８０円 ４，１９０円 １年生 ３００円 ９４０円 

２年生 ２，２２０円 ４，４２０円 ２年生 ２８０円 １，４１５円 

３年生 ２，３８０円 ４，７８０円 ３年生 ５６０円 １，３８０円 

４年生 ２，４６０円 ５，０２０円 ４年生 ４９０円 １，７００円 

５年生 ３，１８０円 ５，９７０円 ５年生 １９０円 １，２７０円 

６年生 ３，２００円 ５，４８０円 ６年生 ５１０円 ２，０６０円 

 

その他教科・教材教具代                 用紙代 

学年 最安値 最高値  学年 最安値 最高値 

１年生 ０円 １，８００円 １年生 ０円 ３５０円 

２年生 ０円 １，０００円 ２年生 ０円 ３２０円 

３年生 ３６０円 １，１３０円 ３年生 ０円 ５５０円 

４年生 ３７０円 １，４９０円 ４年生 ０円 ３６０円 

５年生 ４２０円 ２，１３０円 ５年生 ０円 ４１０円 

６年生 ０円 ２，５４０円 ６年生 ０円 ３２０円 

 

消耗品 

学年 最安値 最高値 

１年生 ０円 １，１２０円 

２年生 ０円 １，２９０円 

３年生 ０円 ７１０円 

４年生 ０円 ５９０円 

５年生 ０円 ５７０円 

６年生 ０円 ９１０円 
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○消耗費（Ａ４ファイル・のり・テープなど）は公費で購入 

○生活の種・苗を公費で購入 

○あさがおセットを公費で買い、学校備え付けにした（保護者からの徴収は行わない） 

○社会の資料集を公費で買い、学校備え付けにすることで保護者からの徴収をなくした   etc… 

小学校は項目ごとに最安値と最高値を出してみまし

た。中学校と比べると各学年で集める教材費の全体の

金額は低かったものの、テスト・ワーク・ドリル代が教

材費のほとんどを占めていることがわかります。 

各校の保護者負担軽減の実践として、下記のことが

挙げられました。ぜひ参考にしてみてください。 
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◎２０１９年度学校徴収金（学校で保護者から一律で集金している教材等）について 



国語                          社会 

学年 最安値 最高値  学年 最安値 最高値 

１年生 ６００円 １，７３０円 １年生 ８２０円 ２，３５０円 

２年生 ５４０円 １，７４０円 ２年生 ５４０円 １，７４０円 

３年生 ６００円 １，１１０円 ３年生 ５３０円 １，１１０円 

 

数学                          理科 

学年 最安値 最高値  学年 最安値 最高値 

１年生 ５００円 １，０８０円 １年生 ６２０円 １，６４０円 

２年生 ５００円 ９５０円 ２年生 ６２０円 １，６４０円 

３年生 ５００円 １，０８０円 ３年生 ６２０円 １，６４０円 

 

英語                          音楽 

学年 最安値 最高値  学年 最安値 最高値 

１年生 ６８０円 １，３３０円 １年生 １９０円 ２，０００円 

２年生 ６６０円 １，１３０円 ２年生 ０円 ４３０円 

３年生 ６６０円 １，４２０円 ３年生 ０円 ４３０円 

 

美術                          技術 

学年 最安値 最高値  学年 最安値 最高値 

１年生 0 円 ３，８９０円 １年生 0 円 ３，０００円 

２年生 0 円 １，２００円 ２年生 0 円 ４，０００円 

３年生 0 円 １，１００円 ３年生 0 円 ３，３４０円 

 

家庭                          体育 

学年 最安値 最高値  学年 最安値 最高値 

１年生 0 円 １，２２０円 １年生 0 円 ６５０円 

２年生 0 円 １，５００円 ２年生 0 円 ４３０円 

３年生 0 円 ６００円 ３年生 0 円 ４３０円 
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学校間連携会議では用紙代（画用紙・色画用紙・半紙）について、学校で公費化を進めていこ

うと話し合いを行っています。また、消耗品の執行を増やせるよう予算の要望も行っています。 

次年度は消費税増税の影響もあり、教材費の値上げが予想されますが、「教材が値上がりしてい

るから仕方ない」と安易に教材費の値上げとならないよう、次年度の保護者からの教材徴収金や、

毎年の教材選定について検討を行ってみてはいかがでしょうか。 

中学校は、教科別で最安値と最高値を比べてみました。一項目あたりの金額は少なくみえますが、

各教科の資料集や実習費などトータルの金額は高くなっており、各校の金額の違いは、資料集やワー

クを購入しているか、何冊購入しているかによるようでした。市内の中学校の保護者負担軽減の実践

として、各教科の実習費の一部を公費化や、消耗品（Ａ４ファイルや紙代）、教材（書道セットの一

部）の公費化などがありました。 

【中学校】 



 

 今回の結果でわかった教材費・旅行的行事費の他にも、保護者に負担を求めているものがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【兄弟姉妹の有無によって購入する教材】 

鍵盤ハーモニカ、リコーダー、絵の具セット、習字セット、裁縫セットなど… 

 

【使用する時期や回数が限られているもの】 

スケート靴やスキー用具、柔道着など。子どもの成長に合わせて何度も買いなおす必要も… 

 

【給食費】 

学校によって金額が変わりますがおおよそ小中９年間で約４５万円かかっています。 

保護者負担軽減取り組み 

～学校間連携会議では下記のような保護者負担軽減の取り組みを行っています～ 

○各校で実践している保護者負担軽減についての交流 

・学校配当予算の地域への公開 

・公費化したものや、どのように公費化したか（予算の削減方法）の交流 

・校内周知のとりくみ 

・教材費についての保護者アンケート実施 

・旅行費の調査 

○学校徴収金調査（２０１４年度～） 

毎年、各校で保護者から集めているお金（教

材費、旅行費、斡旋教材費、その他徴収金）

の金額を調べ、「保護者負担軽減・公費化の具

体化」に向けてできる事を協議しています。 

 

●課題 

学校間で保護者からの徴収金額に大きく差

があります。 

○組織的な取り組み 

学校徴収金調査からみえてきた学校間格差の

解消のため、統一した品目（画用紙・色画用

紙・半紙）のいずれかについて、何らかの形

で公費化をしようと取り組んでいます。 

○予算要望 

スポーツ振興センターの市負担分を半額から

全額へと要望しています。また、社会見学・中

体連のバス代や需用費の増額要望なども行っ

ています。 

◎その他の保護者負担 

 

～こんな声もあります～ 

兄弟姉妹がいるので共通で教材を使おうと

思ったが、授業の時間が重なるため結局買

わざるを得なかった 

～こんな声もあります～ 

小学校ではスケート靴、中学校ではスキーや柔道着など 

年に数回しか使わないものを購入しなくてはならなくお金が    

かかる。レンタルや学校の備品として購入できないのか 



 

 

 

 

 

 

 

【引率で出る旅費】 

【交通費】 

実費支給 

※一部旅費でないものあり 

【宿泊費】 

実費支給 

※上限あり 

【日当】 

定額支給 

１日 ２，２００円 

○飛行機・ＪＲ・バスなど 

※自主研修の見回りのための

交通費はでません 

 

○宿泊費の上限（１泊２食） 

甲  地：１０，９００円 

それ以外： ９，８００円 

※甲地…東京都、さいたま市、京都市、横浜市など 

○昼食代 

○見学料、入場料 

○企画料 

○その他雑費 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

修学旅行等を引率される教職員の皆さんには旅費が出ています。ですがその引率に自己負担が

必要な場合があることを存知ですか？学校間連携会議で調べた結果、千歳市内では小中合わせて

６校の修学旅行で教職員の自己負担があることがわかりました。 

自己負担をなくすためにはどうしたら良いのでしょうか？ 

自己負担があるのはなぜ？ 

今年度調べた結果では、自己負担がある場合は下記の特徴がありました。 

☆宿泊費が上限を超えている 

☆入場料や雑費が高い（日当を超えている） 

☆そもそも合計金額が旅費の上限を超えている ※旅費には１人あたりの上限があります 

 

 

 

 

その他に 

近年貸切バスの料金が上がりました。貸切バスはほとんどの場合、キロ数×単価で

１台あたりの料金が計算されます。行程の見直しなどでキロ数が減ればバス代も減

るかもしれません。 

 

バス代や上限を超えた宿泊費などが減ることで教職員だけでなく保護者の負担も

減ることにつながると幸いです。次年度の引率旅行の行程を決める際は旅行会社や

事務職員などと相談をしてみてはいかがでしょうか？ 

宿泊費や日当は支出できる金額が決まっています。その金額を超えないように旅行

会社と打合せをすることが大切です。 

修学旅行等引率旅費を考えよう！ 

 

～ 

 


